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第４章　私たちが求める放課後・休日の支援………………………………………… 167

　　１．社会資源の充実
　　　　⑴　十分な量の支援がほしい
　　　　　①事業所数や受け入れ人数を増やしてほしい
　　　　　②日数を増やしてほしい
　　　　　③時間を延長してほしい
　　　　　④安定して毎日通えるようにしてほしい
　　　　⑵　休日の活動
　　　　　①休日にも支援がほしい
　　　　　②きょうだいのための時間も必要です
　　　　　③休日が仕事のこともあります
　　　　⑶　長期休暇の活動



　　　　　①長期休暇の活動を充実させてほしい
　　　　　②就労のためにも長期休暇の活動が必要です
　　　　⑷　急なときでも利用できるようにしてほしい
　　　　　①予約制では難しいこともあります
　　　　　②家族の病気や急用のときの支援が必要です
　　　　⑸　自宅の近くに活動の場がほしい
　　　　⑹　送迎を行ってほしい
　　　　　①送迎つきの支援がほしい
　　　　　②学校―自宅の間の送迎
　　　　⑺　就労保障
　　　　　①就労保障の強い要求があります
　　　　　②現状には課題があります
　　　　　③長期休暇の支援が重要です
　　　　　④ひとり親家庭の要求はとりわけ切実です
　　　　⑻　経済的負担の軽減が必要です
　　　　⑼　必要な支援はすべての年齢の子どもにほしい
　　　　　①中高生にも支援は必要です
　　　　　②学校卒業後の余暇支援も大切です
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　　　　　②受け入れ学年を広げてほしい
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　　　　　②時間数が足りません
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